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牧草と園芸　第５２巻第２号（２００４年）

１　はじめに

　収穫作業の労力軽減からロールベールが普及する

に伴い，夏場の粗飼料の主役としてスーダングラス

が再認識されてきました。スーダングラスはトウモ

ロコシに比べてＴＤＮは１０％程度落ちますが，①バ

ラ播きで雑草に負けない生育をするので除草剤散布

が省ける（農薬代と散布作業の手間が省ける），②再

生するので年間の乾物収量がトウモロコシ以上にな

る，③刈取り後にスラリー散布ができるので，糞尿

処理がし易い，④乾物収量・ガサが取れ繊維源とし

て重宝する（購入乾牧草代が節約できる）ことなど

がメリットとして上げられます。

　一方では①刈取り時の生育ステージによって飼料

成分が変わりやすいこと（栄養バランスを考慮して

飼料メニューを設計する必要がある），②堆肥多投

の場合は硝酸態窒素の濃度が高まることなどが課題

とされています。

　ここでは当社のスーダングラス２品種について特

性をまとめ，上記の課題を解決しながら酪農・肉牛

繁殖経営に役立つ情報を纏めてご紹介いたします。

２　「ヘイスーダン」の特性と利用

　関東以西の２９府県で奨励品種に採用され，乾草・

ラップサイレージと多方面で利用されている超ロン

グセラー品種です。

　特徴は①細茎で乾き易いこと，②抜群な再生力で

３回刈りが可能であること，③６～８�播きでも倒

伏せず，栽培し易いことです。

　写真１はバラ播き時の茎ですが，ヘイスーダンは

５～７�と他社品種より一回り細いのが特徴です。

細茎は乾き易さと消化性と関係しています。図１は

乾燥速度の調査結果ですが，ラップ調製時の水分の

目安を５５％とすれば他社品種より２．５～３日も早い

ので，予乾中の降雨に因る品質低下を回避できま

す。九州沖縄農研センターでも刈取り４日目の水分

含量と茎径との関係を調査し，同様に乾き易さが証

明されております（図２）。

　写真２は刈取り１４日目の再生状況ですが，再生の

良さは一目瞭然です。表１の九州各県の平成１４年の

収量調査の結果から各地の標準的な乾物収量をまと

めましたが，流通品種の中で３回刈りが安定的にで

きるのはヘイスーダンだけとの評価でした。１０ａの

乾物収量が１．５ｔを超え，台風による倒伏被害も回

避または軽減できることも九州で長い間，好評を博

している理由の１つでしょう。

　一方，刈取り時期が遅くなると飼料価値と嗜好性
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が低下しますので，刈取り時の草高を１．８ｍに置く

のが良いでしょう。写真３は適期刈りの様子です

が，モアコンで圧砕すると乾きやすくなり，サイ

レージ品質と嗜好性が改善できます。表２はステー

ジ別の飼料成分の推移ですが，出穂以降は消化率が

低下し，茎が硬くなるのでラップの場合はピンホー

ルの原因となります。また極端な若刈りは，茎中に

硝酸態窒素を蓄積しているので避けた方が良いで

しょう。

　次に泌乳効果と飼料メニューについて考えて見ま

しょう。

　九州沖縄農研センターでヘイスーダンのサイレー

ジで３０�泌乳量の乳牛への給与試験が実施され，そ

の実用性が検討されました。

　１番草サイレージをトウモロコシと比較した結

果，泌乳量や乳成分で大きな差が無いとの評価でし

た。表３に飼料組成（給与メニュー）と表４に泌乳

成績を示しました。またラップサイレージとチモ

シー乾草との比較では，ヘイスーダンの消化率がチ

モシーより７％高かったので養分摂取量に差があり

ませんでした。その結果，表５のとおり乳量や乳成

分にも差が無く乳生産効率が同等との評価でした。

　以上のことから，乳量が３０�までの乳牛には飼料

全体のＴＤＮを６８～７０％，ＣＰを１６～１７に調整すれ
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写真３　ヘイスーダンの適期刈り

表１　「ヘイスーダン」と「うまかろーる」の乾物収量と茎の太さ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成１４年）
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表３　飼料組成 　　　　　　　　　　　　　 （九農研，ＤＭ％）
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ば良いとの結論でした。

　またスーダンの給与量を乾物で３０％超とする場合

は濃厚飼料のＴＤＮとＣＰを数ポイント上げる必要

があります。

　飼料生産費と購入飼料費との厳密な比較はされて

いませんが，少なくともチモシーのような高額な乾

草を購入するより経済的なメリットがあるのは間違

いないと思われます。

　以上のことから，ヘイスーダンは乾物多収でラッ

プ／サイレージいずれにも調製しやすいので，ガサ

を求める多頭飼育の酪農家に最適です。

　表６に九州沖縄農研センターで調査されたヘイ

スーダンの播種期と刈取り適期および乾物収量成績

を紹介します。

３　「うまかろーる」の特性と利用

　ヘイスーダンのロールベール利用が普及する中

で，天候不良や他の農作業と競合で適期刈りができ

ず，生育ステージが進んで出穂以降の刈取りにな

り，茎が硬くなって結果的に嗜好性の低下やピン

ホールが発生することがありました。

　このような問題点を解決するために，開発目標を

①生育が緩慢で刈取り適期が長いこと，②茎の硬化

が遅く地際の茎が柔らかいこと，③葉が多く採食性

と嗜好性が良い点に置いた開発を進め，平成１４年か

ら，ヘイスーダンを補完する目的で「うまかろーる」

の販売を開始しました。特性は以下の通りです。

①刈取り適期が長く，嗜好性が良い。

　図３は「うまかろーる」の乾物消失率と採食量を

比較した結果ですが，どの刈取り時期でも対照品種

のスーダン乾草（日総）より高い数値を示し嗜好性

と良さが確認されました。

②倒伏に強く，倒れても立ち直りが早い。

　うまかろーるは初期生育から倒伏に強く（写真

４），台風で倒れても立ち直りが早いのが特徴です。

また写真５は２０ｍ／秒の台風で倒伏した直後の様子

ですが，数日で写真６のように地際から立ち直りま

したので，台風も怖くありません。表７は宮崎研究

農場の台風による評価結果です。

③２回刈りで１．５ｔ以上の収量

　表１の平成１４年の九州管内の試験場成績によれ

ば，ヘイスーダンは再生が良いので３回刈りが可能

で各地で多収ですが，２回刈りの比較ではうまか

ろーるとヘイスーダンは同等な結果でした。

④葉病害に強い。

　スーダングラスは一般に，紫斑点病やすす紋病に

弱い傾向がありますが，うまかろーるは安定した抵

表４　１番草サイレージの泌乳成績 　　　　　　　　 （九農研）
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表５　ラップサイレージの泌乳成績 　　　　　　　　 （九農研）
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表６　ヘイスーダンの播種期と収量及び刈取り時期 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （九農研，’９５～’９７）
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抗性があり，西南暖地の多発地帯でも安心してご利

用頂けます。

　以上の通り，嗜好性と刈取り適期幅を改善した品

種ですので，ラップ品質を改善して産乳性を高めた

い酪農家にお勧めです。

　また「うまかろーる」は茎が柔らかく葉が多いの

で，肉用繁殖牛向けの青刈りにも利用できます。西

南暖地では４月下旬から８月中旬まで長く播け，青

刈りは草高で１．５ｍから２ｍを目安にします。

３　ロールの品質を上げるには

　ロールベールサイレージの品質向上は，採食量を

上げるために重要な事です。要点は①水分５０～６０％

に下げ，茎を圧砕するモアコンデショナーで処理し

て乾きを早めることです。一般に再生草は株数が少

なくなるので，最初の播種量を６～８�と厚播きに

しておきます。

　②刈取りは草高で１．８ｍ前後の出穂前とし，葉部

割合が多い時期を狙います。これは飼料価値と再生

を確保する意味で重要な点です。

　また調製時にスノーラクト／アクレモなどの添加

剤を利用すればサイレージ品質の改善に格段な効果

があります。

　③堆肥を多投する場合は硝酸態窒素の過剰蓄積に

注意が必要です。特に，青刈りの場合は葉色を見な

がら化成肥料を減肥し，粗飼料分析で給与前に硝酸

態窒素の含量を把握しておきましょう。硝酸態窒素

は地際の茎に多く含まれるので，高刈り（２０�以上）

するのが良いでしょう。
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